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1992年（第8回）「H本国際賞」は独、英の2教授が受賞
材料界面、生物生産の科学と技術分野で

ゲルハルト・エルトウル教授

（財）国際科学技術財団が、世界の科学技術の進歩に大きく

寄与し、人類の平和と繋栄に著しく 貢献した人々を顕彰する

1992年（第 8回） 「日本国際賞」の授’賞式が、4月27日（月）、

東京・国立劇場で行われました。

今年度の授賞対象分野は 「材料界而の科学と技術」と 「生

物生産の科学と技術」の 2分野で、他界各国の学者、 研究者

からそれぞれ361件、 296件、計657件の推旗を受け、この中か

ら独、英の両教授が受賞者に選ばれました。「材料界面の科学

と技術」 分野では、固体表佃の化学ならびに物理の新しい発

展に対する寄与の功紹により、ベルリン自由大学およびベル

リンエ科大学教授でマック ス・プランク財団フリッツ・ハー

バー研究所長のゲルハル ト・エルトゥル教授 (55歳、 ドイツ）

が、また、「生物生産の科学と技術」分野では、家畜における

精液および胚の凍結保存技術の間発による業績により、イギ

リス ・アニマル・バイオテクノロジー・ケンブリッジ ・リ ミ

テッド科学 ・研究担当取締役のアーネス ト・ ジョン・ク リス

トファー・ポルジ教授 (65歳、イギリス）が受賞しました。
アーネス ト・ジョン・クリストファー・

ポルジ教授
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天皇皇后両陛下のご臨席を賜り
厳粛に授賞式を挙行

授賞式は、天皇皇后両陛下のご臨席を賜り、参議院議長、

最高裁判所長官、文部大臣、科学技術庁長官、東京都知事ら

官界代表の他に、 在H外国大使・公使ならびに財界、著名な

学者・研究者、 言論界代表等約1,000名が出席し、厳かに挙行

されました。

日本国際賞オリジナル曲「日本国際賞式典序曲ーOverture

Japan」（三木稔作曲、石丸寛指揮）の演奏で幕開けとなり、

伊藤正己財団理事長の開会の辞、近藤次郎審査委員会委員長

による審査結果報告および受賞者の紹介、審査委員会各分野

部会長の贈賞理由の説明に続き、各分野 2教授に日本国際賞

の賞状、賞牌および賞金5,000万円が横田喜三郎財団会長より

贈られました。

受賞 したエルト ゥル教授は、 「権威ある先生方の審査により

業績を評価していただくことは、全ての努力に対する最大の

褒美であると考えます」と感激のスピーチをしました。 一方、

ポルジ教授も「本賞により科学技術の発展のみならず、人類

の平和と繁栄への貢献を評価していただくことの喜びを、 私

の日本の良き友人たちが私と共に分かち合っていただけるも

のと確信いたします」と述べました。

優雅に、そして華麗に春宵の宴
両陛下ご臨席のもと祝宴開かれる

授賞式に引き続き、同日夜、東京・赤坂プリンスホテルに

おいて天皇皇后両陛下ご臨席のもと、政府代表、在日独、英

大使をはじめとする在日外国大公使および各界名士約500名

を招いて、盛大に祝宴が開催されました。

今回の祝宴は、新ヴィヴァルディ合奏団にハープとピアノの

調べを加えた演奏をバックに、「春の裳宴」を演出いたしました。
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天皇陛下の
おことば
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日本国際賞週間
1992年の「日本国際賞週間」は、 4月22日（水）から 4月

30日（木）までの 8日間で、この間、国際科学技術財団は授

賞式・祝宴のほか、内閣総理大臣表敬訪問や東京およぴ大阪

で記念講演会を開催するなど各種行事を行いました。

第 8回日本国際賞の授賞式に当たり、エルトゥル教授、

ポルジ教授の受賞を心からお祝いいたします。

エルトゥル教授の御研究は、 触媒について、固体表面

の原子・分子レベルの解析を行い、その応用に道を開き、

また、ポルジ教授の御研究は、動物細胞の凍結保存に端

緒を開き、その方法を確立して畜産振興に大きな影響を

与えました。このように両教授の御研究は、 材料界面の

科学と技術の分野並びに生物生産の科学と技術の分野に

おいて、それぞれ人類の福祉につながる様々な応用面の

発達をもたらすものと考えられます。ここに、 両教授の

優れた御業績に対し、深く敬意を表します。

祉界は、今、 人目の増加、環境の保全など世界的課題

に当面していますが、このような課題を克服 し、人類の

平和と繁栄を守るため、 科学技術が果すべき役割には、

非常に重大なものかあると思います。

この日木国際賞が、人々に幸福をもたらす科学技術の

発展に一層寄与することを願い、式典に寄せる言葉とい

たします。

横田会長の挨拶で始まった祝宴は、ディナーのあと受貨者

両教授の栄誉を讃えて天皇陛下より乾杯のご発声を賜り、続

いて三権を代表して長田裕二参議院議長から受賞者夫人の内

助の功を讃えて乾杯、花束の贈呈、また谷川寛三科学技術庁

長官による日本国際賞のますますの発展と世界平禾［lと繁栄ヘ

の寄与を祈念して乾杯が行われたはか、鈴木俊一東京都知事、

外交団を代表してサウディ・アラビア王国特命全権大使ファ

ウズィー・ビン・アブドル・マジード・ショボクシィ閣下か

ら祝辞が述べられました。さらに、受賞者両教授の国を代表

して、在日ドイツ連邦共和国特命全権大使ヴィルヘルム・ハ

ース閣下、同じく在日英国特命全権大使サー・ジョン・ホワ

イトヘッド閣下からも特に日本語で祝辞が述べられました。

最後に受賞者両教授がかつて学ばれたカレッジ・ソング等

を東京外国語大学混声合唱団 「コール・ソレイユ」が合唱、

和やかな雰囲気の漂う中、エウトゥル、ポルジ両教授がそれ

ぞれ謝辞を述べられ、華やかな「春の要」も終宴となりました。

内閣総理大臣表敬訪問(4月23日）

' ● 轡 日本国饒賞受買●記●含•
1,¥1¥＼ヽ l'KIZI: ,『"＇▼93,會：

受賞者合同記者会見(4月22日於日本プレスセンター）

｀
 

、

(

-.̀7 

l .

i

、

必
9

と

―`
-＿
 

マ
『一

．．
 

こ

ム

，t

；

~

．．
 
-
4
 

ー

，
 

1
-

、一

冒
コ

一

と

よ
4
.
9

,
 

し

、

f

-
・
，
て＇ 

e“
 

i

ー
濾
訓
凱

r
、

ヽ
―

．．．
 

＾
 

＆

丸

日本学術会議会長表敬訪問 (4月22日）

東京での記念講演会(4月24日、ニッショーホール）
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ストックホルム国際青年科学セミナーへ
2学生を派遣

90周年ノーベル賞行事にも参加
国際科学技術財団は、ノーベル財団と密接な関係を維持しており、同財

団の後援により田年ノーベル賞週間にストックホルムで開催される 「スト

ックホルム国際青年科学セミナー」 へ2名の学生を派遣していま可。肝年
度第16回同セミナーには上智大学理工学部化学科の井上敦子さんと乗京農
工大学農学部林学科の大江志津子さんが派選されましだ。二人は90周年記
念ノーベル賞授賞式やレセプションにも参加しましだ。

●井上敦子 （上智大学理工学部化学科）

授賞式の前日 (12月9日）に、ヴァーサ博物館にてノーベル賞レセプシ

ョンが行われ、過去の受賞者がきら星のごとく参加し、 親しくお話する機

会を得ましだ。

博物館の中には、わず力1回の航洒で沈んでしまつだ大きな木造船ヴァ

ーサ号ガ置いてあり、ヴァイキングの雰囲気を漂わせています。その周り

の広いフロアで世界中の人々ガ受賞者達を囲んで談笑していましだ。

私も何人ガの受賞者とあ話できて、 中でも1990年ノーベル化学賞を受賞
され、日本国際賞受賞者でもあるコーリー隅土には、日本の印象や、アメ

リカと日本の学生の違いについてもお尋ねしましだ。受賞者の方々には典

様を見失って一生懸命探していらっしゃる方もいらしだのガ印象的でしだ。

参加者逹は民族衣裳をお召しの方ガガなりいて、 めすらしい衣裳1こつい

て聞くこともでき、会話がはずみましだ。 ノーペル賞という世界的に最も

重みのある賞のもとに人々ガ集い、人々の輌ガ拡ガつていきます。普段な

ガなガお会いできない方々にアルフレッド ・ノーベル氏ガひきあわせて下

さつだのだろうなと、レセプションに参加して思いましだ。

ストックホルムにて、井上さん（左）と大江さん

大江志津子 （東京農工大学農学部林学科）

宿泊先のホテルまでリムジンガむ力えに来だ。振袖を着るのは時間がガ

ガるので、私だちは一番初めに着換え始めだのだガ、車に乗つだのは最後

であつだ。

今年は、 90回目のノーベル賞授賞式典であるので、過去の受賞者全員ガ
招待されていだ。そのだめ、例年式典ガ催されていだ市庁舎では手狭とな

り、より規模の大きいグローベンとよばれるコンベンション・ホールで催

されることとなっていだ。

会場のホールは正装の男女であふれていだ。その半分以上ガ学生であっ

だのは驚きであつだ。彼らは共通の白い帽子を身につけているので、一目

で、そうとわガつだ。ある意昧では、その帽子はタキシードやイフニング

ドレスとはアンバランスであつだ。し力し、彼らガそれに誇りを持つてい

るのは、はつきり見て取れだ。

式典は1901年の第一回目ガら演奏されつづけている'‘スウェーディッシ
ュ・フェスティバルミュージック”をバックに、過去の受賞者の入場で始ま

つだ。100数名の入場者の中には、ガなり年を召しだ万や車イスで入ってく
る方もいて、私はノーベル賞という一つの国際賞の歴史の重みを実感しだ。

それ力らは音楽とスピーチの連続であつだ。私は、そのすぺて1こ圧俗」さ

れつづけだ。 この世界有数の科学者達の式典に出席しだことを私は決して

忘れないだろう。

1993年（第9皿）「H本国際賞」

の受賞者審査開始
1993年（第 9回） 「日本国際賞」の授賞対象分野は 「安全・

防災」 と「医学における細胞・分子生物技術」の 2分野です。

すでに世界各国から多くの受賞候補者推薦状が寄せられてお

り、現在、国際科学技術財団に設置された日本国際賞審査委

員会によって審杏が行われています。受貨者の発表は本年12

月、授賞式は来年 4月を予定しています。

「やさしい科学技術セミナー」

毎月開催
国際科学技術財団は日本国際貨の顕彰の他に、科学技術に

関する知識や思想の普及・啓発を図るため、内外の著名な先

生をお招きして、 1廿月（原則として第 4水Illi｛日、於 ：星 陵会

館、千代田区永田町 2-16-2、電話03-3581-5650)講演会

を開催しています。

科 学技術のさまざまな分野にわたり、タイムリーなテーマ

を、わかりやすくお話しいただいております。平成 4年度の

年間シ リーズ・テーマは「自然環境及び生命のふしぎーあら

ためて考えてみる、科学の原点」で、 11月までの予定は次の

とおりです。

講 師 予定テーマ 開催月日

東京大学農学部教授 魚の産卵
7.29（水）

會田勝美 一魚たちによる命への飽〈なき営み

筑波大学生物科学系教授 遺伝子のなぞ
8.26b]<) 

柳沢嘉一郎 一生命根源に宿る「定め」を解〈

国立極地研究所教授 地球内部のなぞ
9.24（木）

神沼克伊 一足もとの深奥をさぐる

東京工業大学生命理工学部教授 極限環境下での生きモノ
10.28(71<) 

掘越弘毅 一生きることの驚異

京都大学理学部教授 ビソグバン
11. 25（水）

佐藤文隆 一宇宙誕生を追って




